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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
（Ａ）界面活性剤；
（Ｂ）炭素原子数８～３０の脂肪族アルコールのリン酸ジエステル；
（Ｃ）ピバリン酸イソデシル；
を含有する、酸化染毛用第１剤。
【請求項２】
前記脂肪族アルコールの炭素原子数が１４～１８である、請求項１に記載の酸化染毛用第
１剤。
【請求項３】
前記リン酸ジエステル（Ｂ）の含有量が、前記酸化染毛用第１剤１００質量％に対して０
．０１～５質量％である、請求項１又は２に記載の酸化染毛用第１剤。
【請求項４】
前記界面活性剤（Ａ）が、非イオン性界面活性剤、及びカチオン性界面活性剤からなる群
より選択される少なくとも１種である、請求項１～３のいずれかに記載の酸化染毛用第１
剤。
【請求項５】
前記界面活性剤（Ａ）が、非イオン性界面活性剤、及びカチオン性界面活性剤である、請
求項１～４のいずれかに記載の酸化染毛用第１剤。
【請求項６】
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白髪染め用である、請求項１～５のいずれかに記載の酸化染毛用第１剤。
【請求項７】
請求項１～６のいずれかに記載の酸化染毛用第１剤、及び酸化染毛用第２剤を含む、酸化
染毛剤キット。
【請求項８】
請求項１～６のいずれかに記載の酸化染毛用第１剤、及び酸化染毛用第２剤を毛髪に塗布
することを含む、染毛方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、酸化染毛用第１剤、並びにこれを用いた酸化染毛剤キット及び染毛方法に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、ヘアカラーリングは広く普及しており、その目的等に応じた様々な原理に基づく
ヘアカラーリング剤が市販されている。中でも、酸化染毛剤は、染色性が良好であり、且
つその持続性も高いことから、広く用いられている。
【０００３】
　酸化染毛剤は、酸化染料及びアルカリ剤を含有する第１剤と、酸化剤を含有する第２剤
とからなり、使用時にこれらを混合することによって用いられる。これを、毛髪に塗布す
ると、アルカリ剤が、毛髪を膨張させて、酸化染料の浸透性を高めるとともに、酸化剤（
通常、過酸化水素）と反応することにより酸化染料の発色及び毛髪中のメラニンの分解を
引き起こし、毛髪が染色される。
【０００４】
　ただ、酸化染毛剤による染毛は、一般に、毛髪のキューティクルの荒れを引き起こし、
これにより毛髪の感触（くし通り）の悪化を引き起こしてしまう。特に、染毛対象が白髪
の場合、新たに伸びてくる白い部分と、染色された黒い部分との差が目立つので、頻繁に
染毛する必要があることから、この問題がより一層顕著となる。
【０００５】
　また、一般的に、白髪は疎水性の性質を有しており、このため酸化染料が浸透し難く、
染まり難いといわれている。
【０００６】
　これらの問題の解決を図るべく、特許文献１では、特定の界面活性剤と特定のエステル
とが組み合わせて配合された酸化染毛用第１剤が提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００９－１６１４９２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は、白髪であってもより濃く（すなわち色差のＬ値がより低くなるように）染色
することができ、かつ毛髪の感触への悪影響（例えばキューティクルの荒れや、これがさ
らに進行することによるキューティクルの剥離等）がより低減された酸化染毛用第１剤を
提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明者等は、鋭意研究した結果、酸化染毛用第１剤に、界面活性剤、炭素原子数８～
３０の脂肪族アルコールのリン酸ジエステル、及び特定の脂肪酸エステルを組み合わせて
含有させることにより、上記課題を解決できることを見出した。本発明はこの知見に基づ
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いてさらに研究を重ねた結果、完成されたものである。即ち、本発明は、下記の態様を包
含する。
【００１０】
　項１．　（Ａ）界面活性剤；（Ｂ）炭素原子数８～３０の脂肪族アルコールのリン酸ジ
エステル；（Ｃ）ピバリン酸イソデシル、パルミチン酸イソプロピル、及びミリスチン酸
オクチルドデシルからなる群より選択される少なくとも１種の脂肪酸エステル；を含有す
る、酸化染毛用第１剤．
　項２．　前記脂肪族アルコールの炭素原子数が１４～１８である、項１に記載の酸化染
毛用第１剤．
　項３．　前記リン酸ジエステル（Ｂ）の含有量が、前記酸化染毛用第１剤１００質量％
に対して０．０１～５質量％である、項１又は２に記載の酸化染毛用第１剤．
　項４．　前記脂肪酸エステル（Ｃ）がピバリン酸イソデシルである、項１～３のいずれ
かに記載の酸化染毛用第１剤．
　項５．　前記界面活性剤（Ａ）が、非イオン性界面活性剤、及びカチオン性界面活性剤
からなる群より選択される少なくとも１種である、項１～４のいずれかに記載の酸化染毛
用第１剤．
　項６．　前記界面活性剤（Ａ）が、非イオン性界面活性剤、及びカチオン性界面活性剤
である、項１～５のいずれかに記載の酸化染毛用第１剤．
　項７．　白髪染め用である、項１～６のいずれかに記載の酸化染毛用第１剤．
　項８．　項１～７のいずれかに記載の酸化染毛用第１剤、及び酸化染毛用第２剤を含む
、酸化染毛剤キット．
　項９．　項１～７のいずれかに記載の酸化染毛用第１剤、及び酸化染毛用第２剤を毛髪
に塗布することを含む、染毛方法．
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の酸化染毛用第１剤を用いることにより、白髪であってもより濃く（すなわち色
差のＬ値がより低くなるように）染色することができ、かつ毛髪の感触への悪影響（例え
ばキューティクルの荒れや、これがさらに進行することによるキューティクルの剥離等）
をより低減することができる。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　本発明において、「酸化染毛用第１剤」とは、酸化染料及びアルカリ剤を含有する第１
剤と、酸化剤を含有する第２剤とを含み、使用時に第１剤と第２剤とを混合して用いる酸
化染毛剤キットの内の、第１剤の方を指す。
【００１３】
　１．酸化染毛用第１剤
　本発明は、（Ａ）界面活性剤；（Ｂ）炭素原子数８～３０の脂肪族アルコールのリン酸
ジエステル（本明細書において、単に「リン酸ジエステル」と表記することもある。）；
（Ｃ）ピバリン酸イソデシル、パルミチン酸イソプロピル、及びミリスチン酸オクチルド
デシルからなる群より選択される少なくとも１種の脂肪酸エステル（本明細書において、
単に「脂肪酸エステル」と表記することもある。）；を含有する、酸化染毛用第１剤（本
明細書において、「本発明の酸化染毛用第１剤」と示すこともある。）に関する。以下、
これについて説明する。
【００１４】
　界面活性剤（Ａ）としては、酸化染毛用第１剤に採用し得る界面活性剤である限り特に
限定されず、公知のものを広く採用することができる。界面活性剤（Ａ）としては、例え
ば非イオン性界面活性剤、カチオン性界面活性剤、アニオン性界面活性剤、両性界面活性
剤等が挙げられる。これらの中でも、白髪であってもより濃く染色することができるとい
う観点から、非イオン性界面活性剤、カチオン性界面活性剤等が好ましく、非イオン性界
面活性剤がより好ましい。また、毛髪の感触への悪影響をより低減できるという観点から
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は、カチオン性界面活性剤、非イオン性界面活性剤等が好ましく、カチオン性界面活性剤
がより好ましい。したがって、白髪であってもより濃く染色することができ、かつ毛髪の
感触への悪影響をより低減できるという観点からは、非イオン性界面活性剤及びカチオン
性界面活性剤を組み合わせて用いることが好ましい。また、本発明の効果をより効果的に
発揮できるという観点から、本発明の酸化染毛用第１剤は、界面活性剤として、非イオン
性界面活性剤、カチオン性界面活性剤、及びアニオン性界面活性剤からなる群より選択さ
れる少なくとも１種のみを含むことが好ましく、非イオン性界面活性剤、及びカチオン性
界面活性剤からなる群より選択される少なくとも１種のみを含むことがより好ましく、非
イオン性界面活性剤及びカチオン性界面活性剤のみを含むことがさらに好ましい。
【００１５】
　非イオン性界面活性剤としては、例えば、親水性のポリオキシエチレンアルキルエーテ
ル［ＰＯＥ（２１）ラウリルエーテル、ＰＯＥ（７）セチルエーテル、ＰＯＥ（１０）セ
チルエーテル、ＰＯＥ（１５）セチルエーテル、ＰＯＥ（２０）セチルエーテル、ＰＯＥ
（２３）セチルエーテル、ＰＯＥ（２５）セチルエーテル、ＰＯＥ（３０）セチルエーテ
ル、ＰＯＥ（４０）セチルエーテル、ＰＯＥ（２０）ステアリルエーテル、ＰＯＥ（７）
オレイルエーテル、ＰＯＥ（１０）オレイルエーテル、ＰＯＥ（１５）オレイルエーテル
、ＰＯＥ（１０）ベヘニルエーテル、ＰＯＥ（２０）ベヘニルエーテル、ＰＯＥ（３０）
ベヘニルエーテル］、プロピレングリコール脂肪酸エステル（モノステアリン酸プロピレ
ングリコールなど）、グリセリン脂肪酸エステル（ミリスチン酸グリセリル、モノステア
リン酸グリセリル、モノイソステアリン酸グリセリル、モノオレイン酸グリセリル、ジオ
レイン酸グリセリル、ジステアリン酸グリセリルなど）、親油性のポリグリセリン脂肪酸
エステル（モノステアリン酸グリセリル、モノオレイン酸ジグリセリル、ジオレイン酸ポ
リグリセリル、モノイソステアリン酸ジグリセリル、モノステアリン酸テトラグリセリル
、トリステアリン酸テトラグリセリルなど）、ソルビタン脂肪酸エステル（モノラウリン
酸ソルビタン、モノパルミチン酸ソルビタン、モノステアリン酸ソルビタン、トリステア
リン酸ソルビタンなど）、親油性のポリオキシエチレンヒマシ油［ＰＯＥ（１０）ヒマシ
油、ＰＯＥ（１０）硬化ヒマシ油など］、親油性のポリオキシエチレンアルキルエーテル
［ＰＯＥ（２）セチルエーテル、ＰＯＥ（２）ステアリルエーテル、ＰＯＥ（４）ステア
リルエーテル、ＰＯＥ（２）オレイルエーテル、ＰＯＥ（５）ベヘニルエーテル］、親油
性のポリエチレングリコール脂肪酸エステル［モノステアリン酸ポリエチレングリコール
（２Ｅ．Ｏ．）、モノステアリン酸ポリエチレングリコール（４Ｅ．Ｏ．）、モノオレイ
ン酸ポリエチレングリコール（２Ｅ．Ｏ．）、モノオレイン酸ポリエチレングリコール（
６Ｅ．Ｏ．）、ステアリン酸ジエチレングリコールなど］などの親油性の非イオン性界面
活性剤；親水性のポリグリセリン脂肪酸エステル（モノラウリン酸ヘキサグリセリル、モ
ノミリスチン酸ヘキサグリセリル、モノステアリン酸ヘキサグリセリル、モノオレイン酸
ヘキサグリセリル、モノラウリン酸デカグリセリル、モノミリスチン酸デカグリセリル、
モノイソステアリン酸デカグリセリル、モノオレイン酸デカグリセリル、モノリノール酸
デカグリセリル、ジステアリン酸デカグリセリル、ジイソステアリン酸デカグリセリルな
ど）、ポリオキシエチレングリセリン脂肪酸エステル［モノステアリン酸ＰＯＥ（１５）
グリセリル、モノオレイン酸ＰＯＥ（１５）グリセリルなど］、ポリオキシエチレンソル
ビタン脂肪酸エステル［モノヤシ油脂肪酸ＰＯＥ（２０）ソルビタン、モノパルミチン酸
ＰＯＥ（２０）ソルビタン、モノステアリン酸ＰＯＥ（２０）ソルビタン、モノイソステ
アリン酸ＰＯＥ（２０）ソルビタン、モノオレイン酸ＰＯＥ（２０）ソルビタンなど］、
ポリオキシエチレンソルビット脂肪酸エステル［モノラウリン酸ＰＯＥ（６）ソルビット
、ヘキサステアリン酸ＰＯＥ（６）ソルビット、テトラステアリン酸ＰＯＥ（６０）ソル
ビット、テトラオレイン酸ＰＯＥ（６）ソルビット、テトラオレイン酸ＰＯＥ（３０）ソ
ルビットなど］、ポリオキシエチレンラノリン［ＰＯＥラノリン、ＰＯＥ（５）ラノリン
アルコール、ＰＯＥ（１０）ラノリンアルコール、ＰＯＥ（２０）ラノリンアルコール、
ＰＯＥ（４０）ラノリンアルコール］、親水性のポリオキシエチレンヒマシ油［ＰＯＥ（
２０）ヒマシ油、ＰＯＥ（２０）硬化ヒマシ油、ＰＯＥ（３０）硬化ヒマシ油など］、ポ
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リオキシエチレンステロール［ＰＯＥ（１０）フィトステロール、ＰＯＥ（２０）フィト
ステロール、ＰＯＥ（３０）フィトステロールなど］、ポリオキシエチレンポリオキシプ
ロピレンアルキルエーテル［ＰＯＥ（２０）ＰＯＰ（４）セチルエーテル］、親水性のポ
リエチレングリコール脂肪酸エステル［モノラウリン酸ポリエチレングリコール（１０Ｅ
．Ｏ．）、モノステアリン酸ポリエチレングリコール（１０Ｅ．Ｏ．）、モノステアリン
酸ポリエチレングリコール（２５Ｅ．Ｏ．）、モノステアリン酸ポリエチレングリコール
（４０Ｅ．Ｏ．）、モノステアリン酸ポリエチレングリコール（４５Ｅ．Ｏ．）、モノス
テアリン酸ポリエチレングリコール（５５Ｅ．Ｏ．）、モノオレイン酸ポリエチレングリ
コール（１０Ｅ．Ｏ．）］などの親水性非イオン性界面活性剤；が挙げられる。なお、前
記の各非イオン性界面活性剤において、「ＰＯＥ」はポリオキシエチレンの意味であり、
その後の括弧内の数値は、酸化エチレンの付加モル数を意味している。また、「ｎＥ．Ｏ
．」も、ｎの値が酸化エチレンの付加モル数を意味している。これらの中でも、白髪であ
ってもより濃く染色することができるという観点から、親水性のポリオキシエチレンアル
キルエーテルが好ましく、親水性のポリオキシエチレン（酸化エチレンの付加モル数：１
０～４０、好ましくは１５～３５、より好ましくは２０～３０）アルキル（炭素原子数：
１０～２５、好ましくは１２～２０、より好ましくは１４～１８）エーテルがより好まし
い。
【００１６】
　カチオン性界面活性剤としては、例えば、アルキル４級アンモニウム塩［塩化ラウリル
トリメチルアンモニウム、臭化ラウリルトリメチルアンモニウム、塩化アルキルトリメチ
ルアンモニウム、塩化セチルトリメチルアンモニウム、臭化セチルトリメチルアンモニウ
ム、塩化ステアリルトリメチルアンモニウム、臭化ステアリルトリメチルアンモニウム、
塩化ジセチルジメチルアンモニウム、塩化ジココイルジメチルアンモニウム、塩化ジステ
アリルジメチルアンモニウム、塩化ベンザルコニウム、塩化ミリスチルジメチルベンジル
アンモニウム、塩化ステアリルジメチルベンジルアンモニウムなど］、脂肪酸アミドアミ
ン塩（ステアリン酸ジエチルアミノエチルアミド、ステアリン酸ジメチルアミノプロピル
アミドなど）などが挙げられる。これらの中でも、毛髪の感触への悪影響をより低減でき
るという観点からは、アルキル４級アンモニウム塩が好ましく、塩化アルキルトリメチル
アンモニウムがより好ましく、塩化アルキル（炭素原子数：１５～３０、好ましくは１８
～２６、より好ましくは２０～２４）トリメチルアンモニウムがさらに好ましい。
【００１７】
　アニオン性界面活性剤としては、例えば、脂肪酸塩（ヤシ油脂肪酸、ラウリン酸、ミリ
スチン酸、パルミチン酸、ステアリン酸、オレイン酸などの脂肪酸のカリウム塩、ナトリ
ウム塩、イソプロパノールアミン塩など）、アルキルエーテルカルボン酸塩（ポリオキシ
エチレンラウリルエーテル酢酸、ポリオキシエチレンラウリルエーテル酢酸カリウム、ラ
ウリルエーテル酢酸ナトリウムなど）、アシル乳酸塩（ステアロイル乳酸ナトリウム、イ
ソステアロイル乳酸ナトリウムなど）、Ｎ－アシルサルコシン塩（ヤシ油脂肪酸サルコシ
ン、ヤシ油脂肪酸サルコシンナトリウム、ラウロイルサルコシン、ラウロイルサルコシナ
トリウムなど）、Ｎ－アシルグルタミン酸塩（ヤシ油脂肪酸アシルグルタミン酸カリウム
、ヤシ油脂肪酸アシルグルタミン酸ナトリウム、ラウロイルグルタミン酸、ラウロイルグ
ルタミン酸カリウム、ラウロイルグルタミン酸ナトリウム、ラウロイルグルタミン酸、ラ
ウロイルグルタミン酸ナトリウム、ラウロイルグルタミン酸カリウム、ステアロイルグル
タミン酸、ステアロイルグルタミン酸ナトリウム、ステアロイルグルタミン酸カリウム、
Ｎ－アシル－Ｌ－グルタミン酸ナトリウム、Ｎ－ラウロイル－Ｌ－グルタミン酸ナトリウ
ムなど）、Ｎ－アシルメチルアラニン塩（ヤシ油脂肪酸メチルアラニン、ヤシ油脂肪酸メ
チルアラニンナトリウム、ラウロイルメチルアラニン、ラウロイルメチルアラニンナトリ
ウム、ミリストイルメチルアラニン、ミリストイルメチルアラニンナトリウムなど）、Ｎ
－アシルメチルタウリン塩（ヤシ油脂肪酸メチルタウリンカリウム、ヤシ油脂肪酸メチル
タウリンナトリウム、ヤシ油脂肪酸メチルタウリンカリウムマグネシウム、ラウロイルメ
チルタウリンナトリウム、ミリストイルメチルタウリンナトリウムなど）、アルカンスル
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フォン酸塩（アルカンスルフォン酸ナトリウムなど）、アルキルスルホコハク酸塩［スル
ホコハク酸ジ（２－エチルヘキシル）ナトリウム、スルホコハク酸ラウリル二ナトリウム
など］、アシルイセチオン酸塩（ヤシ油脂肪酸エチルエステルスルフォン酸ナトリウムな
ど）、アルキル硫酸エステル塩（アルキル硫酸ナトリウム、ラウリル硫酸ナトリウム、ラ
ウリル硫酸カリウム、ラウリル硫酸マグネシウムなど）、アルキルエーテル硫酸エステル
塩（ポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸ナトリウム、ポリオキシエチレンラウリル
エーテル硫酸ナトリウムなど）、モノアルキルリン酸エステル塩（ラウリルリン酸、ラウ
リルリン酸ナトリウムなど）、ポリオキシエチレンアルキルエーテルリン酸エステル塩（
ポリオキシエチレンラウリルエーテルリン酸、ポリオキシエチレンラウリルエーテルリン
酸ナトリウム、ポリオキシエチレンセチルエーテルリン酸、ポリオキシエチレンセチルエ
ーテルリン酸ナトリウム、ポリオキシエチレンステアリルエーテルリン酸、ポリオキシエ
チレンステアリルエーテルリン酸ナトリウム、ポリオキシエチレンオレイルエーテルリン
酸、ポリオキシエチレンオレイルエーテルリン酸ナトリウムなど）などが挙げられる。こ
れらの中でも、ポリオキシエチレンアルキルエーテル硫酸ナトリウムが好ましく、ポリオ
キシエチレン（酸化エチレンの付加モル数：２～６、好ましくは２～４）アルキル（炭素
原子数：５～２０、好ましくは８～１６、より好ましくは１０～１４）エーテル硫酸ナト
リウムがより好ましい。
【００１８】
　両性界面活性剤としては、アミノ酸型両性界面活性剤、ベタイン型両性界面活性剤が挙
げられる。アミノ酸型両性界面活性剤の具体例としては、例えば、２－アルキル－Ｎ－カ
ルボキシメチル－Ｎ－ヒドロキシエチルイミダゾリニウムベタイン、ウンデシルヒドロキ
シエチルイミダゾリニウムベタインナトリウム、塩酸アルキルジアミノエチルグリシン、
Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシル－Ｎ’－カルボキシエチル－Ｎ’－ヒドロキシエチルエチレンジ
アミンナトリウム、Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシル－Ｎ’－カルボキシエトキシエチル－Ｎ’－
カルボキシエチルエチレンジアミン二ナトリウム、Ｎ－ヤシ油脂肪酸アシル－Ｎ’－カル
ボキシメトキシエチル－Ｎ’－カルボキシメチルエチレンジアミン二ナトリウム、ラウリ
ルジアミノエチルグリシンナトリウムなどのグリシン型両性界面活性剤；ラウリルアミノ
プロピオン酸ナトリウム、ラウリルアミノジプロピオン酸ナトリウムなどのアミノプロピ
オン酸型両性界面活性剤；などが挙げられる。また、ベタイン型両性界面活性剤の具体例
としては、例えば、ヤシ油アルキルベタイン、ラウリルジメチルアミノ酢酸ベタイン、ス
テアリルジメチルアミノ酢酸ベタイン、ステアリルジメチルベタインナトリウム、ヤシ油
脂肪酸アミドプロピルベタイン、パーム油脂肪酸アミドプロピルベタイン、ラウリン酸ア
ミドプロピルベタインなどのアミノ酢酸ベタイン型両性界面活性剤；ラウリルヒドロキシ
スルホベタインなどのスルホベタイン型両性界面活性剤；などが挙げられる。
【００１９】
　界面活性剤（Ａ）は、１種単独であってもよいし、２種以上の組み合わせであってもよ
い。
【００２０】
　界面活性剤（Ａ）の含有量は、本発明の効果をより確実に発揮できるという観点から、
酸化染毛用第１剤１００質量％に対して、例えば０．１～１０質量％、好ましくは０．５
～８質量％、より好ましくは２～８質量％、さらに好ましくは４～７質量％である。より
具体的な態様として、非イオン性界面活性剤の含有量は、酸化染毛用第１剤１００質量％
に対して、例えば２～１０質量％、好ましくは３～８質量％、より好ましくは４～６質量
％であり、カチオン性界面活性剤の含有量は、酸化染毛用第１剤１００質量％に対して、
例えば０．１～３質量％、好ましくは０．３～２質量％、より好ましくは０．７～１．５
質量％であり、アニオン性界面活性剤の含有量は、酸化染毛用第１剤１００質量％に対し
て、例えば０．５～５質量％、好ましくは１～４質量％、より好ましくは１．５～３質量
％である。
【００２１】
　リン酸ジエステル（Ｂ）は、炭素原子数８～３０の脂肪族アルコール２分子とリン酸と
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のジエステルである限り特に限定されない。
【００２２】
　脂肪族アルコールの炭素原子数は、白髪であってもより濃く染色することができ、かつ
毛髪の感触への悪影響をより低減できるという観点から、好ましくは１０～２５、より好
ましくは１２～２２、さらに好ましくは１４～２０、よりさらに好ましくは１４～１８で
ある。
【００２３】
　脂肪族アルコールは、直鎖状又は分枝状であってもよいが、白髪であってもより濃く染
色することができ、かつ毛髪の感触への悪影響をより低減できるという観点から、好まし
くは直鎖状である。
【００２４】
　脂肪族アルコールは、飽和脂肪族アルコール又は不飽和脂肪族アルコールであってもよ
いが、白髪であってもより濃く染色することができ、かつ毛髪の感触への悪影響をより低
減できるという観点から、好ましくは飽和脂肪族アルコールである。
【００２５】
　脂肪族アルコールとして、具体的には、例えばラウリルアルコール、ミリスチルアルコ
ール、セチルアルコール、ステアリルアルコール、オレイルアルコール、リノリルアルコ
ール等が挙げられる。
【００２６】
　リン酸ジエステル（Ｂ）は、１種単独であってもよいし、２種以上の組み合わせであっ
てもよい。
【００２７】
　リン酸ジエステル（Ｂ）の含有量は、特に限定されることはないが、白髪であってもよ
り濃く染色することができ、かつ毛髪の感触への悪影響をより低減できるという観点から
、酸化染毛用第１剤１００質量％に対して、例えば０．００１～１０質量％、好ましくは
０．０１～５質量％、より好ましくは０．０１～３質量％、さらに好ましくは０．０５～
１質量％、よりさらに好ましくは０．１～０．５質量％、特に好ましくは０．１５～０．
３質量％である。
【００２８】
　脂肪酸エステル（Ｃ）は、ピバリン酸イソデシル（ネオペンタン酸イソデシル）、パル
ミチン酸イソプロピル、及びミリスチン酸オクチルドデシルからなる群より選択される少
なくとも１種の脂肪酸エステルである限り特に限定されない。
【００２９】
　脂肪酸エステル（Ｃ）としては、白髪であってもより濃く染色することができ、かつ毛
髪の感触への悪影響をより低減できるという観点から、ピバリン酸イソデシル、ミリスチ
ン酸オクチルドデシルが好ましく、ピバリン酸イソデシルがより好ましい。
【００３０】
　脂肪酸エステル（Ｃ）は、１種単独であってもよいし、２種以上の組み合わせであって
もよい。
【００３１】
　脂肪酸エステル（Ｃ）の含有量は、本発明の効果をより確実に発揮できるという観点か
ら、酸化染毛用第１剤１００質量％に対して、例えば０．１～８質量％、好ましくは０．
５～５質量％、より好ましくは１～３質量％、よりさらに好ましくは１．５～３質量％で
ある。
【００３２】
　本発明の効果をより効果的に発揮できるという観点から、本発明の酸化染毛用第１剤は
、エステルとして、上記リン酸ジエステル（Ｂ）及び上記脂肪酸エステル（Ｃ）のみを含
むことが好ましい。
【００３３】
　本発明の酸化染毛用第１剤は、上記した界面活性剤（Ａ）、リン酸ジエステル（Ｂ）、
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及び脂肪酸エステル（Ｃ）の他に、通常、酸化染料（Ｄ）及びアルカリ剤（Ｅ）を含有す
る。
【００３４】
　酸化染料（Ｄ）には、単独での重合により発色する染料中間体、またはカップラーと組
み合わせた上で重合により発色する染料中間体と前記カップラーとの組み合わせが挙げら
れる。染料中間体としては、酸化染毛用第１剤に配合され得るものであれば特に制限はな
いが、例えば、塩酸トルエン－２，５－ジアミン、塩酸パラフェニレンジアミン、オルト
アミノフェノール、ｐ－フェニレンジアミン、トルエン－２，５－ジアミン、トルエン－
３，４－ジアミン、ｏ－アミノフェノール、ｐ－アミノフェノール、ｐ－メチルアミノフ
ェノール、硫酸オルトアミノフェノール、硫酸オルトクロルパラフェニレンジアミン、硫
酸４，４’－ジアミノジフェニルアミン、硫酸トルエン－２，５－ジアミン、硫酸パラア
ミノフェノール、硫酸パラフェニレンジアミン、硫酸パラメチルアミノフェノール等が挙
げられる。
【００３５】
　また、必要に応じて染料中間体と組み合わせられるカップラーとしては、例えば、塩酸
２，４－ジアミノフェノキシエタノール、ｍ－フェニレンジアミン、２，６－ジアミノピ
リジン、５－アミノオルトクレゾール、ｍ－アミノフェノール、α－ナフトール、ヒドロ
キノン、レゾルシン、カテコール、３，３‘－イミノジフェノール、塩酸２，４－ジアミ
ノフェノール、塩酸メタフェニレンジアミン、１，５－ジヒドロキシナフタレン、５－（
２－ヒドロキシエチルアミノ）－２－メチルフェノール、硫酸５－アミノオルトクレゾー
ル、硫酸２，４－ジアミノフェノール、硫酸メタアミノファノール、硫酸メタフェニレン
ジアミン等が挙げられる。
【００３６】
　酸化染料（Ｄ）の含有量は、所望の色調に応じて、適宜選択することができる。該含有
量は、酸化染毛用第１剤１００質量％に対して、例えば０．０１～５質量％、好ましくは
０．０２～３質量％、より好ましくは０．０５～２質量％である。
【００３７】
　アルカリ剤（Ｅ）としては、酸化染毛用第１剤に配合され得るものであれば特に制限は
ないが、例えば、アンモニア水（例えば、濃度２５～２８％）、モノエタノールアミン、
トリエタノールアミン、水酸化カリウム、水酸化ナトリウムなどが挙げられる。
【００３８】
　アルカリ剤（Ｅ）の含有量は、毛髪を膨張させて、染料の浸透性を高め、さらに過酸化
水素の分解を促すことができる程度の含有量であれば、特に限定されない。該含有量は、
アルカリ剤（Ｅ）として濃度２５％のアンモニア水を用いる場合であれば、酸化染毛用第
１剤１００質量％に対して、例えば０．０１～２０質量％、好ましくは０．１～１５質量
％、より好ましくは１～１０質量％、より好ましくは３～８質量％である。
【００３９】
　本発明の酸化染毛用第１剤の剤形としては、特に限定されず、公知の種々の剤形、例え
ばクリーム状、透明ジェル状、半透明ジェル状、乳液状、液状、泡状等の剤形を採用する
ことができる。
【００４０】
　本発明の酸化染毛用第１剤のｐＨは、通常ｐＨ６～１１に調整される。
【００４１】
　本発明の酸化染毛用第１剤は、上記した成分以外にも、剤形等により必要に応じて、溶
媒、上記リン酸ジエステル（Ｂ）及び脂肪酸エステル（Ｃ）以外の油性成分、直接染料、
酸化染料の安定化剤、乳化状態の安定化剤、ｐＨ調整剤、動植物エキス、水溶性高分子、
アミノ酸及びその誘導体、タンパク質及びその誘導体、ビタミン剤、紫外線防御剤、酸化
防止剤、金属イオン封鎖剤、香料等、酸化染毛用第１剤に配合し得る公知の成分を含むこ
とができる。これらの中でも、本発明の効果をより確実に発揮できるという観点から、本
発明の酸化染毛用第１剤は、さらに上記リン酸ジエステル（Ｂ）及び脂肪酸エステル（Ｃ
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）以外の油性成分を含むことが好ましい。
【００４２】
　溶媒は、特に限定されないが、通常、水である。溶媒の含有量は、酸化染毛用第１剤１
００質量％に対して、例えば２０～９０質量％である。
【００４３】
　油性成分としては、特に限定されないが、例えば植物油、動物油、ロウ、石油系炭化水
素、高級脂肪酸、高級アルコール、シリコーンが挙げられる。これらの中でも、本発明の
効果をより確実に発揮できるという観点から、高級アルコールが好ましい。
【００４４】
　植物油としては、例えば、アボカド油、アーモンド油、オリーブ油、ゴマ油、コメヌカ
油、サフラワー油、大豆油、トウモロコシ油、ナタネ油、パーム油、ヒマシ油、グレープ
シード油、ヤシ油、硬化油などが挙げられる。
【００４５】
　動物油としては、例えば、エミュー油、馬油、ミンク油などが挙げられる。ロウとして
は、例えば、ホホバ油、カルナウバロウ、キャンデリラロウ、コメヌカロウ、ラノリン、
セラックなどが挙げられる。
【００４６】
　石油系炭化水素としては、例えば、軽質イソパラフィン、軽質流動イソパラフィン、ス
クワラン、パラフィン、流動パラフィン、流動イソパラフィン、ワセリン、マイクロクリ
スタリンワックスなどが挙げられる。
【００４７】
　高級脂肪酸としては、例えば、ラウリン酸、ミリスチン酸、パルミチン酸、ステアリン
酸、ベヘニン酸、オレイン酸、イソステアリン酸、１２－ヒドロキシステアリン酸、ウン
デシレン酸などが挙げられる。
【００４８】
　高級アルコールとしては、例えば、ラウリルアルコール、ミリスチルアルコール、セタ
ノール、ステアリルアルコール、オレイルアルコール、ベヘニルアルコール、セトステア
リルアルコール等の、炭素数１０～２５のアルコールが挙げられる。
【００４９】
　シリコーンとしては、例えば、ジメチルシリコーン、環状シリコーン、ポリエーテル変
性シリコーン、アミノ変性シリコーン、ポリグリセリン変性シリコーン、メチルフェニル
シリコーンなどが挙げられる。
【００５０】
　油性成分の含有量は、特に限定されず、適宜調節することができる。本発明の効果をよ
り確実に発揮できるという観点から、油性成分の含有量は、酸化染毛用第１剤１００質量
％に対して、例えば２～３０質量％、好ましくは５～２０質量％、より好ましくは７～１
５質量％である。
【００５１】
　直接染料としては、特に制限はないが、例えば、２－アミノ－４－ニトロフェノール、
２－アミノ－５－ニトロフェノール、塩酸ニトロパラフェニレンジアミン、パラニトロオ
ルトフェニレンジアミン、ピクラミン酸、ピクラミン酸ナトリウム、硫酸２－アミノ－５
－ニトロフェノール、硫酸ニトロパラフェニレンジアミン、硫酸パラニトロオルトフェニ
レンジアミン、硫酸パラニトロメタフェニレンジアミンなどが挙げられる。
【００５２】
　安定化剤としては、特に制限はないが、例えば、アスコルビン酸類、チオグリコール酸
類、システイン類、メルカプト化合物、亜硫酸塩、亜硫酸水素塩、チオ硫酸塩などが挙げ
られる。
【００５３】
　ｐＨ調整剤としては、特に制限はないが、例えば、クエン酸、リン酸、リンゴ酸、酒石
酸、乳酸などの酸；クエン酸Ｎａ、リン酸２Ｎａなどの塩類；が挙げられる。
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【００５４】
　本発明の酸化染毛用第１剤は、白髪であってもより濃く染色することができ、かつ毛髪
の感触への悪影響をより低減できるので、白髪染め用に特に適している。
【００５５】
　２．酸化染毛剤キット
　本発明は、本発明の酸化染毛用第１剤、及び酸化染毛用第２剤を含む、酸化染毛剤キッ
ト（本明細書において、「本発明の酸化染毛剤キット」と示すこともある。）に関する。
【００５６】
　本発明の酸化染毛用第１剤と組み合わせる対象である、酸化染毛用第２剤は、特に制限
はなく、公知の成分が適宜配合された酸化染毛用第２剤を採用することができる。
【００５７】
　酸化染毛用第２剤は、通常、酸化剤、油性成分、界面活性剤、酸化剤の安定化剤、溶媒
等を含有する。
【００５８】
　酸化剤としては、例えば、過酸化水素、過酸化尿素、過酸化メラミン、過炭酸ナトリウ
ム、過炭酸カリウム、過ホウ酸ナトリウム、過ホウ酸カリウム、過硫酸アンモニウム、過
酸化ナトリウム、過酸化カリウム、過酸化マグネシウム、過酸化バリウム、過酸化カルシ
ウム、過酸化ストロンチウム、硫酸塩の過酸化水素付加物、リン酸塩の過酸化水素付加物
、ピロリン酸塩の過酸化水素付加物などが挙げられる。これらの酸化剤は単独で配合して
もよいし、２種以上を組み合わせて配合してもよい。これらの酸化剤の中でも、毛髪に対
するブリーチ力が優れている点で過酸化水素が好ましい。
【００５９】
　油性成分、界面活性剤、酸化剤の安定化剤、溶媒等のその他の成分としては、上記「１
．酸化染毛用第１剤」で例示したもの、或いは公知の成分を採用することができる。
【００６０】
　本発明の酸化染毛剤キットにおいては、本発明の酸化染毛用第１剤と、酸化染毛用第２
剤とが、それぞれ別々の容器に収容されている。
【００６１】
　３．染毛方法
　本発明は、本発明の酸化染毛用第１剤、及び酸化染毛用第２剤を毛髪に塗布することを
含む、染毛方法（本明細書において、「本発明の染毛方法」と示す場合もある。）に関す
る。
【００６２】
　塗布の態様は、本発明の酸化染毛用第１剤、及び酸化染毛用第２剤が、毛髪上で、混合
された状態となるような態様である限り特に限定されない。例えば、本発明の酸化染毛用
第１剤、及び酸化染毛用第２剤を混合してから毛髪に塗布する態様や、本発明の酸化染毛
用第１剤を毛髪に塗布し、その後、酸化染毛用第２剤を毛髪に塗布する態様が挙げられる
。
【００６３】
　染毛用第１剤組成物と染毛用第２剤組成物との混合比としては、希望する明るさや色味
によって調節すればよいが、例えば、質量比で、１：１～１：１０程度とすることができ
る。
【００６４】
　塗布後は、通常、酸化染毛に必要な反応が十分に起こるように、一定時間（例えば１５
～６０分間）放置する。その後、余分な成分をシャンプー等を用いた洗髪により洗い流し
、乾燥することが望ましい。
【実施例】
【００６５】
　以下に、実施例に基づいて本発明を詳細に説明するが、本発明はこれらの実施例によっ
て限定されるものではない。
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【００６６】
　（１）酸化染毛用第１剤の調製
　後述の表１～３に示す配合に従い酸化染毛用第１剤を調製した。実施例１の調製手順は
次のとおりである。まず、精製水に塩化アルキルトリメチルアンモニウムを添加し、撹拌
しながら加温溶解し、その後、パラフェニレンジアミン、レゾルシン、アスコルビン酸Ｎ
ａを加え８０℃に保持した（これを水相溶液とする）。一方で、ＰＯＥ（２５）セチルエ
ーテル、リン酸ジセチル、ピバリン酸イソデシル、セタノールを混合し、撹拌しながら加
温溶解し、８０℃に保持した（これを油相溶液とする）。次に、水相溶液を撹拌しながら
油相溶液を加えた。油相溶液を加えた後、撹拌しながら自然冷却し、３５℃まで冷却され
た時点で、アンモニア水（２５％水溶液）を加えた。さらに撹拌しながら自然冷却し、室
温まで冷却された時点で撹拌を止め、得られた組成物を酸化染毛用第１剤の各実施例とし
た。他の実施例についてもこれに準じた方法で調製した。なお、表１～３中、成分に関す
る数値は、酸化染毛用第１剤１００質量％に対する、その成分の質量％を示し、「計１０
０とする」とは、精製水以外の各成分の合計量に、精製水の量を加えて１００質量％とな
るようにしたことを示す。
【００６７】
　（２）酸化染毛用第２剤の調製
　後述の表４に示す配合に従い酸化染毛用第２剤を調製した。調製手順は次のとおりであ
る。まず、精製水に塩化アルキルトリメチルアンモニウムを添加し、撹拌しながら加温溶
解し、８０℃に保持した（これを水相溶液とする）。一方で、セトステアリルアルコール
、ＰＯＥ（２５）セチルエーテル、及び流動パラフィンを混合し、撹拌しながら加温溶解
し、８０℃に保持した（これを油相溶液とする）。次に、水相溶液を撹拌しながら油相溶
液を加えた。油相溶液を加えた後、撹拌しながら自然冷却し、４０℃まで冷却された時点
でヒドロキシエタンジホスホン酸液（６０％水溶液）、過酸化水素水（３５％水溶液）を
加えた。さらに撹拌しながら自然冷却し、室温まで冷却された時点で撹拌を止め、得られ
た組成物を酸化染毛用第２剤の製造例とした。なお、表４中、成分に関する数値は、酸化
染毛用第２剤１００質量％に対する、その成分の質量％を示し、「計１００とする」とは
、精製水以外の各成分の合計量に、精製水の量を加えて１００質量％となるようにしたこ
とを示す。
【００６８】
　（３）シャンプー組成物の調製
　後述の表５に示す配合に従いシャンプー組成物を調製した。調製手順は次のとおりであ
る。まず、精製水にポリオキシエチレンアルキル（１２，１３）エーテル硫酸ナトリウム
（３Ｅ．Ｏ．）、ヤシ油脂肪酸アミドプロピルベタイン液、コカミドメチルＭＥＡを添加
し、撹拌しながら加温溶解し、８０℃に保持した。撹拌しながら自然冷却し、４０℃まで
冷却された時点で、クエン酸、メチルイソチアゾリノンを加えた。さらに撹拌しながら自
然冷却し、室温まで冷却された時点で撹拌を止め、得られた組成物をシャンプー組成物の
製造例とした。なお、表５中、成分に関する数値は、シャンプー組成物１００質量％に対
する、その成分の質量％を示し、「計１００とする」とは、精製水以外の各成分の合計量
に、精製水の量を加えて１００質量％となるようにしたことを示す。
【００６９】
　（４）染毛処理
　上記「（１）酸化染毛用第１剤の調製」で調製した酸化染毛用第１剤５ｇと、上記「（
２）酸化染毛用第２剤の調製」で調製した酸化染毛用第２剤５ｇとを、均一になるまで混
ぜ合わせた。得られた混合物を付着させたハケを、１ｇの白髪（マタイジャパン製、Shig
le Tuft(人毛白））の扇状に広げた毛束の表と裏に塗布し、３０℃で３０分間放置するこ
とにより染毛を行った。その後、毛束を水洗し、水洗後の毛束を、上記「（３）シャンプ
ー組成物の調製」で調製したシャンプー組成物を用いて１回洗浄し、乾燥した。 
【００７０】
　（５）色差測定
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　上記「（４）染毛処理」で処理された毛束の色差を、日本電色工業株式会社製　分光式
色彩計「ＳＥ－２０００」で測定した。測定されたＬ値を表１～３に示す。このＬ値が小
さいほど、毛束が濃く染まっている（すなわち染色性が良好である）ことを示す。結果を
表１～３に示す。
【００７１】
　（６）染色性の評価
　上記「（４）染毛処理」で処理された毛束の染まり具合（濃さ）について、専門のパネ
ラー５名により官能評価を行った。評価は、５段階（５点：非常に良い、４点：良い、３
点：普通、２点：悪い、１点：非常に悪い）で行い、各パネラーの点数を合計して、以下
の基準によってランク付けをした。◎および○の評価のものが製品として合格である。結
果を表１～３に示す。
＜基準＞
◎：点数の合計が２０点以上
○：点数の合計が１５点以上２０点未満
△：点数の合計が１０点以上１５点未満
×：点数の合計が１０点未満。 
【００７２】
　（７）感触の評価
　上記「（４）染毛処理」で処理された毛束に手ぐしを通した際の感触について、専門の
パネラー５名により官能評価を行った。評価は、５段階（５点：まったく引っかかりを確
認できない、４点：ひっかかりを確認できない、３点：ひっかかりを確認できるかどちら
ともいえない、２点：ひっかかりが確認できる、１点：はっきりとひっかかりが確認でき
る）で行い、各パネラーの点数を合計して、以下の基準によってランク付けをした。◎お
よび○の評価のものが製品として合格である。結果を表１～３に示す。
＜基準＞
◎：点数の合計が２０点以上
○：点数の合計が１５点以上２０点未満、
△：点数の合計が１０点以上１５点未満
×：点数の合計が１０点未満。
【００７３】
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【表１】

【００７４】
【表２】

【００７５】
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【表３】

【００７６】
【表４】

【００７７】
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【表５】

【００７８】
【表６】

【００７９】
【表７】
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